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１．はじめに

　「健診・保健指導の研修ガイドライン（確定版）」

　II　研修において取得すべき能力（p3）

　　3　個別生活習慣に関して指導できる能力

　　　(4)　たばこ・アルコールに関する指導技術

　　　　①たばこと生活習慣病の関連が説明でき、禁煙支援ができる

　　　　②アルコールと生活習慣病の関連が説明でき、適正飲酒の支援ができる

　　4　適切な学習教材を選定、開発できる能力

　　　(1)科学的根拠に基づいた適切な教材を選定でき、必要に応じて教材の開発ができる

　　　(2)対象者の理解度に合わせた効果的な学習教材を選定でき、教材の改善や開発ができる

　III　教育方法(p5)

　　3　個別生活習慣の指導に関する研修

　　(4)　たばこ・アルコールに関する指導技術

　　　①講義

　　　　・ニコチン代替療法

　　　②演習（シミュレーション、グループワーク等）

　　　　・行動変容ステージに応じた介入演習

　　　　・禁煙プログラム、断酒プログラム（適正飲酒プログラム？）の作成

　　4　適切な学習教材を選定、開発できる能力

　　　①講義

　　　　・科学的根拠に基づく学習教材の選定

　　　　・わかりやすい学習教材の開発
　　　②演習（シミュレーション、教材作成演習等）

　　　　・テーマ・対象者別教材の作成

　本講義（40分）の内容

◆特定健診・保健指導における
「たばこ」「アルコール」に関する保健指導の位置づけ

◆たばこ

　科学的根拠に基づく学習教材の紹介

　状況ごとの「使い方」の実例の紹介

◆アルコール

　科学的根拠に基づく学習教材の紹介

　教材入手方法のお知らせ

◆まとめ
添付資料：

　適正飲酒プログラム　ミニ版（飲酒１～飲酒４）

参考資料：
　「岡山県　メタボリックシンドローム改善支援マニュアル」

　II　資料村向け指導マニュアル　～ハイリスクアプローチを中心に　～

　　2.　準備度別の支援の必要性

　　　①指導者側の準備度（p7～p9）

　　　・二次予防（健康診断等）についての科学的根拠の復習

　　　・一次予防（保健指導等）についての科学的根拠の復習
適正飲酒プログラム（フルバージョン）の入手方法
　岡山大学大学院衛生学・予防医学分野　ホームページからダウンロード
　http://eisei.med.okayama-u.ac.jp/
